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は
じ
め
に

　

前
近
代
の
戦
に
お
け
る
食
に
関
す
る
研
究
は
、
主
と
し
て
中
世
か

ら
戦
国
期
を
中
心
に
兵
粮
と
い
う
視
点
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
久
保

健
一
郎
は
兵
粮
を
戦
に
お
け
る
最
重
要
物
資
の
一
つ
と
し
て
そ
の
機

能
に
注
目
し
、
食
糧
と
し
て
の
側
面
を
「
モ
ノ
と
し
て
の
兵
粮
」、

交
換
手
段
・
利
殖
手
段
と
し
て
の
側
面
を
「
カ
ネ
と
し
て
の
兵
粮
」

と
し
、
戦
国
時
代
後
半
、
戦
の
大
規
模
化
、
長
期
化
に
よ
り
、
両
機

能
の
深
化
、
錯
綜
が
進
む
こ
と
を
論
じ
て
い
る）1
（

。
ま
た
、
中
野
等
は

豊
臣
政
権
の
朝
鮮
侵
略
戦
争
に
お
け
る
兵
粮
搬
送
を
分
析
し
て
い
る）2
（

。

　

一
方
、
そ
の
ほ
ぼ
同
時
期
の
食
文
化
史
に
目
を
転
じ
る
と
、
日
本

の
食
生
活
史
と
料
理
史
上
最
も
大
き
な
変
革
期
は
南
北
朝
の
動
乱
以

降
と
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
武
家
の
饗
宴
に
お
い
て
本
膳
料
理
が

成
立
し
、
戦
国
時
代
茶
の
湯
の
発
達
の
な
か
で
懐
石
料
理
が
従
来
の

精
進
料
理
と
本
膳
料
理
の
料
理
技
術
に
食
事
思
想
が
付
加
さ
れ
た
料

理
様
式
と
し
て
成
立
し
、
今
日
に
通
じ
る
日
本
料
理
の
基
礎
が
成
っ

た
と
さ
れ
て
い
る）3
（

。
こ
の
よ
う
な
食
文
化
の
発
展
は
、
同
時
代
の
戦

の
食
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
朝

鮮
出
兵
の
出
兵
拠
点
名
護
屋
に
在
陣
中
の
佐
竹
義
宣
の
家
臣
の
日
記

に
は
、
茶
や
酒
席
の
振
舞
、
飲
食
物
の
贈
答
が
散
見
さ
れ）4
（

、
兵
粮
と

は
異
な
る
次
元
の
食
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
の
食
の

こ
の
視
点
に
よ
る
研
究
は
進
ん
で
い
る
と
い
え
ず
、
食
文
化
史
の
分

〔
研
究
ノ
ー
ト
・
査
読
付
〕

島
原
の
乱
、
福
岡
藩
本
陣
に
お
け
る
藩
主
の
食
に
み
る
機
能
と
食
文
化 

│
御
台
所
日
記
を
と
お
し
て

│

橋　

爪　

伸　

子
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料
と
し
て
社
会
人
対
象
の
古
文
書
講
座
で
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
、
筆
者

を
含
む
受
講
者
で
読
了
し
、
史
料
集
と
し
て
刊
行
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
そ
の
う
ち
平
嶋
浩
子
は
本
史
料
記
載
の
食
品
を
分
類
別

に
列
挙
し
て
一
部
解
説
を
加
え
て
い
る）10
（

。

　

本
稿
で
は
こ
の
史
料
を
と
お
し
て
、
島
原
の
乱
に
お
け
る
福
岡
藩

主
を
め
ぐ
る
食
の
機
能
に
つ
い
て
、
場
面
（
本
陣
、
滞
陣
中
、
仕
寄

場
、
陣
所
等
）、
行
為
（
振
舞
、
下
賜
、
進
上
等
）、
藩
主
と
の
関
係
性

（
家
臣
、
他
藩
主
、
幕
府
関
係
者
等
）
に
注
目
し
検
討
し
た
い
。
ま
た

そ
の
特
徴
を
御
前
と
次
、
下
々
等
の
階
層
性
や
、
戦
陣
に
お
け
る
食

品
価
格
の
変
動
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

　

島
原
の
乱
に
関
す
る
研
究
は
、
主
と
し
て
前
記
の
史
料
に
よ
り
一

揆
の
発
端
や
幕
府
に
よ
る
鎮
圧
経
過
、
乱
後
の
大
名
・
農
民
統
制
、

鎖
国
と
の
関
連
性
等
主
に
幕
藩
体
制
成
立
と
の
関
連
に
お
け
る
歴
史

的
位
置
付
に
主
眼
が
お
か
れ
た
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る）11
（

。
食
に
関

し
て
は
、
服
部
英
雄
、
神
田
千
里
が
原
城
に
籠
城
し
た
一
揆
軍
の
備

蓄
米
や
飢
え
の
状
況
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る）12
（

。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る

振
舞
、
下
賜
、
進
上
等
に
つ
い
て
は
、
戦
と
の
関
連
で
は
な
い
が
、

大
友
一
雄
が
近
世
の
御
鷹
を
め
ぐ
る
贈
答
儀
礼
の
な
か
で
下
賜
、
振

舞
、
岡
崎
寛
徳
が
同
じ
く
武
家
の
儀
礼
と
交
際
関
係
、
原
田
信
男
が

中
世
の
主
従
間
に
お
け
る
儀
礼
的
な
食
事
と
社
会
関
係
を
分
析
し
て

野
で
も
、
室
町
期
武
家
の
食
物
儀
礼
で
出
・
帰
陣
の
際
の
例
が
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
主
に
兵
粮
と
し
て
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ

て
い
る）5
（

。

　

島
原
の
乱
に
関
す
る
史
料
は
、
主
と
し
て
乱
中
ま
た
は
後
世
の
編

纂
物
と
さ
れ）6
（

、
一
揆
鎮
圧
に
出
動
し
た
幕
府
や
他
藩
将
士
に
よ
る
書

状
・
日
記
・
聞
書
・
書
上
の
類
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
食
に

関
し
て
は
、
両
従
軍
兵
士
の
兵
粮
の
調
達
、
充
足
・
不
足
や
、
大
名

を
め
ぐ
る
贈
答
品
の
記
録
等
が
あ
る）7
（

。

　

本
稿
で
素
材
と
す
る
史
料
は
、
表
紙
に
「
寛
永
十
四
丁
丑
年
肥
前

嶋
原
一
揆
起
候
節
御
出
陣
中
御
台
所
日
記
」
と
あ
り
、
島
原
の
乱
に

出
陣
中
の
福
岡
藩
主
二
代
黒
田
忠
之
の
本
陣
台
所
の
記
録
で
あ
る）8
（

。

所
蔵
元
の
馬
奈
木
家
に
つ
い
て
は
、
同
家
の
蔵
す
る
「
筑
肥
国
境
脊

振
山
争
論
文
書
」
の
秀
村
選
三
氏
の
解
説
を
ま
と
め
る
と
、
龍
造
寺

隆
信
の
も
と
で
筑
前
国
早
良
郡
に
進
出
、
同
郡
脇
山
院
内
五
ケ
村
を

治
め
た
。
元
和
四
年
五
月
黒
田
長
政
よ
り
早
良
郡
五
ケ
村
の
代
官
職

を
授
け
ら
れ
、
寛
永
一
五
年
黒
田
忠
之
島
原
の
乱
出
陣
の
際
、
在
陣

の
賄
方
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
近
世
前
期
に
帰
農
し
て
脇
山
村
の
庄

屋
と
な
っ
た）9
（

。
ま
た
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
戦
国
期
の
小
土
豪
層
馬

奈
木
氏
が
、
か
つ
て
の
戦
場
の
体
験
か
ら
本
陣
の
賄
方
と
物
資
請
払

の
長
と
し
て
従
軍
し
た
と
き
の
記
録
で
、
秀
村
氏
が
類
書
の
な
い
史
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記
載
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
起
筆
日
は
一
月
二
七
日
で
、
本

来
は
着
陣
前
日
か
ら
有
馬
在
陣
中
と
帰
陣
途
上
（
三
月
三
日
〜
七
日
）

を
含
む
計
四
〇
日
間
の
日
記
と
推
察
さ
れ
る
。
内
容
は
食
事
ご
と
に

米
の
種
類
と
量
、
購
入
食
品
名
・
銀
匁
価
格
・
数
量
及
び
そ
の
食
品

を
用
い
た
料
理
名
、
料
理
の
使
途
に
加
え
、
振
舞
の
場
合
は
客
人
名
、

本
陣
以
外
の
場
合
は
場
所
も
記
さ
れ
て
い
る
。
現
地
で
日
ご
と
に
購

入
さ
れ
た
、
主
に
農
水
産
の
生
鮮
食
品
の
記
録
で
あ
る
。

　

出
納
記
録
は
、
品
目
ご
と
に
物
品
と
そ
の
容
器
に
つ
い
て
、
納
入

の
数
量
と
手
段
、
使
用
日
、
使
用
量
、
使
途
、
渡
し
た
人
名
と
数
量
、

廃
棄
の
数
と
経
緯
等
が
記
さ
れ
、
朱
筆
で
納
入
「
○
」、
消
費
「
ヽ
」

が
付
さ
れ
て
い
る
。
納
入
手
段
に
つ
い
て
は
、
銀
で
の
購
入
と
人
に

よ
る
納
入
の
二
通
り
、
人
に
よ
る
納
入
は
家
臣
に
よ
る
調
達
と
、
大

身
の
藩
士
、
他
藩
主
等
の
進
上
の
二
通
り
が
み
ら
れ
る
。
銀
購
入
と

藩
士
調
達
に
よ
る
納
入
品
は
米
、
酒
、
乾
物
等
保
存
可
能
な
食
品
の

ほ
か
、
燃
料
、
器
具
類
で
、
当
初
領
国
内
か
ら
搬
送
さ
れ
、
不
足
分

を
現
地
で
補
っ
た
分
と
考
え
ら
れ
る）16
（

。
進
上
に
よ
る
納
入
品
は
折
、

曲
物
、
髭
籠
、
手
樽
、
箱
等
で
納
め
ら
れ
、
諸
国
の
特
産
や
嗜
好
品

も
多
く
贈
答
品
的
性
格
が
濃
い）17
（

。

　

本
稿
で
は
こ
の
う
ち
主
と
し
て
飲
食
に
関
す
る
記
載
を
と
り
あ
げ

分
析
す
る
。
な
お
献
立
、
料
理
に
つ
い
て
は
史
料
の
性
質
上
、
日
記
、

い
る）13
（

。
ま
た
近
世
の
価
格
変
動
に
関
す
る
研
究
は
、
山
崎
隆
三
が
農

産
物
・
農
産
加
工
品
価
格
の
変
動
か
ら
物
価
の
形
成
を
解
明
し
て
い

る）14
（

。

一　

福
岡
藩
本
陣
台
所
の
賄

（
1
）　

本
史
料
の
構
成
と
概
要

　

島
原
の
乱
は
寛
永
一
四
（
一
六
三
七
）
年
一
〇
月
島
原
の
有
馬
で

勃
発
し
、
一
揆
勢
は
一
二
月
原
城
に
立
て
籠
っ
た
。
幕
府
は
上
使
を

派
遣
、
九
州
諸
大
名
を
動
員
し
、
翌
年
二
月
二
七
、
二
八
日
総
攻
撃

を
か
け
、
こ
れ
を
鎮
圧
し
た
。
福
岡
藩
で
は
同
一
五
年
一
月
二
八
日

藩
主
黒
田
忠
之
が
着
陣
、
先
遣
に
て
二
五
日
着
陣
し
て
い
た
弟
の
黒

田
長
興
（
秋
月
藩
）、
高
政
（
東
蓮
寺
藩
）
ら
と
合
流
し
た）15
（

。

　

本
史
料
は
同
藩
本
陣
台
所
に
よ
る
米
、
銀
、
物
資
の
請
払
の
記
録

で
、
主
体
を
な
す
の
は
前
半
の
日
ご
と
の
食
品
の
購
入
・
使
用
記
録

（
以
下
、
日
記
）
と
、
後
半
の
物
品
ご
と
の
出
納
記
録
（
以
下
、
出
納

記
録
）
で
あ
る
。
日
記
は
巻
頭
の
欠
損
に
よ
り
前
欠
の
状
態
で
寛
永

一
五
年
二
月
八
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
約
二
八
日
の
記
録
で
あ
る
が
、

表
題
に
「
但
此
日
記
は
翌
十
五
年
御
陣
中
よ
り
御
帰
陣
迄
之
処
也
」

と
あ
り
、
藩
主
が
有
馬
に
着
陣
し
た
の
が
一
月
二
八
日
で
、
本
史
料

中
「
正
月
二
十
七
日
よ
り
三
月
七
日
ま
で
御
賄
中
色
々
に
遣
也
」
の
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諫
め
る
箇
所
が
み
え
、
家
臣
に
も
一
般
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る）18
（

。
な

お
そ
の
習
慣
に
つ
い
て
は
、
戦
国
時
代
の
笑
話
『
醒
睡
笑
』
に
、
京

の
小
庵
の
僧
が
つ
ね
づ
ね
弟
子
に
か
く
し
「
い
ね
ざ
ま
に
は
焼
味
噌

と
号
し
て
鶏
の
玉
子
を
と
と
の
へ
、
肴
に
用
ひ
て
酒
を
の
む
」
と
あ

り）19
（

、
元
来
寝
る
前
の
肴
を
伴
う
飲
酒
で
あ
る
が
、
当
戦
陣
中
は
寝
酒

後
に
、
後
記
す
る
仕
寄
場
や
陣
所
、
番
所
等
の
巡
見
、
守
備
を
明
方

ま
で
行
い
、
そ
の
際
に
も
同
士
で
飲
酒
し
て
い
る
こ
と
が
、
東
蓮
寺

藩
家
老
吉
田
家
の
記
録
に
み
え
て
い
る）20
（

。
寝
酒
は
巡
見
前
の
腹
ご
し

ら
え
で
、
ま
た
酒
の
身
体
を
温
め
気
分
を
昂
揚
さ
せ
る
効
能
も
重
視

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る）21
（

。

　

続
い
て
御
前
と
次
の
食
数
を
、
米
の
使
用
量
か
ら
試
算
し
て
み
よ

う
。
振
舞
の
な
い
事
例
で
、
御
前
の
朝
は
毎
度
二
升
、
晩
は
平
均
約

二
升
九
合
、
次
の
朝
は
約
一
斗
四
升
、
夜
は
約
一
斗
九
升
と
食
数
の

大
差
が
窺
え
る
。

　

一
人
当
た
り
の
食
米
量
に
関
連
す
る
本
史
料
の
記
載
と
し
て
は
、

藩
主
の
食
で
は
な
い
が
人
足
分
の
上
白
米
に
つ
い
て
「
一
日
壱
人
ニ

付
而
五
合
宛
兵
糧
米
ニ
渡
ス
」
と
あ
り
、
一
般
的
な
兵
士
の
食
米
量

に
等
し
い）22
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
服
部
英
雄
は
、
一
日
五
合
は
京
舛
の
精

米
で
あ
る
が
日
当
を
含
む
数
値
で
、
食
べ
る
分
は
一
人
一
日
二
・
五

合
と
さ
れ
て
い
る）23
（

。
こ
の
量
に
つ
い
て
は
、
時
代
が
下
る
が
昭
和
一

出
納
記
録
上
で
納
入
食
品
の
使
途
の
記
載
か
ら
よ
み
と
れ
る
分
の
み

の
指
摘
で
あ
る
。

（
2
）　

本
陣
の
食
制
と
台
所
の
賄
の
対
象

　

ま
ず
、
本
陣
に
お
け
る
食
の
一
日
の
流
れ
と
、
台
所
の
賄
の
対
象

を
み
て
お
こ
う
。
日
記
の
一
日
は
、
お
お
よ
そ
朝
御
前
、
朝
次
、
昼

御
前
、
昼
次
、
晩
御
前
、
晩
次
、
寝
酒
の
順
序
で
記
さ
れ
、
計
一
四

八
例
の
記
録
は
、
朝
五
六
、
晩
六
〇
、
寝
酒
二
六
、
昼
六
例
で
あ
る
。

昼
は
計
六
例
中
五
例
は
振
舞
を
伴
い
、
そ
の
一
例
は
二
月
二
八
日
総

攻
撃
の
朝
昼
、
他
の
一
例
は
三
月
五
日
帰
陣
途
上
の
田
代
で
、
い
ず

れ
も
特
例
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
朝
、
晩
に
は
米
飯
の
記
載
が
あ
る

が
、
寝
酒
で
は
み
ら
れ
ず
、
肴
だ
け
が
供
さ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

通
常
は
朝
、
晩
の
二
食
と
、
酒
と
肴
か
ら
な
る
寝
酒
の
計
三
回
が
、

定
例
の
飲
食
で
あ
ろ
う
。

　

御
前
と
次
は
本
陣
台
所
の
賄
の
対
象
で
、
御
前
は
藩
主
、
次
は
そ

の
家
臣
で
あ
る
。
寝
酒
に
は
い
ず
れ
の
記
載
も
な
い
が
、
二
六
例
中

三
例
に
「
御
前

御
客
人
」
と
御
前
の
明
記
が
あ
る
こ
と
よ
り
主
に

御
前
で
、
食
品
の
使
途
に
次
へ
流
用
の
記
載
が
二
二
例
あ
る
の
で
、

次
に
も
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
戦
以
前
の
例
だ
が
、
黒
田

長
政
が
家
臣
木
村
市
左
衛
門
の
煩
の
再
発
を
案
じ
た
書
状
で
寝
酒
を
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二　

本
陣
に
お
け
る
御
前
と
次

│
滞
陣
中
の
食
に
み
る
階
層
性
│

（
1
）　

米
と
食
品
に
み
る
異
同

　

こ
こ
で
は
滞
陣
中
を
戦
闘
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
陣
中
の

日
常
と
し
、
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
階
層
性
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
米

に
つ
い
て
は
、
二
月
一
三
日
晩
ま
で
は
御
前
、
次
と
も
に
上
白
米
で

あ
る
が
、
同
一
四
日
朝
か
ら
日
記
の
最
後
ま
で
御
前
に
上
々
白
米
、

次
に
は
上
白
米
と
搗
精
度
の
異
な
る
米
が
用
い
ら
れ
て
い
る）26
（

。
上
白

米
に
つ
い
て
は
、
人
足
の
兵
粮
米
に
つ
い
て
「
上
白
米
五
斗
七
升　

黒
米
八
斗
一
升
五
分
ニ
て
福
岡
ニ
て
払
」
と
あ
り
、
黒
米
（
玄
米
）

の
約
三
割
減
で
、
上
々
白
米
は
そ
れ
以
上
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
他
の
食
品
に
つ
い
て
は
、
相
互
へ
の
流
用
分
を
含
む
例
も
多

い
が
、
品
目
数
、
経
費
、
数
量
等
の
比
較
に
よ
り
お
お
よ
そ
の
傾
向

を
み
る
と
、
振
舞
が
な
く
対
象
が
明
記
さ
れ
た
例
で
、
銀
で
購
入
さ

れ
た
食
品
の
品
目
数
の
平
均
は
、
御
前
が
朝
三
・
五
（
二
〜
一
一
）、

晩
三
・
三
（
一
〜
七
）
に
対
し
、
次
は
朝
一
・
七
（
〇
〜
三
）、
晩

二
・
二
（
一
〜
四
）
と
少
な
く
、
各
食
品
の
使
途
と
し
て
記
さ
れ
た

料
理
の
種
類
も
こ
れ
に
伴
い
少
な
い
。
経
費
に
つ
い
て
は
、
御
前
は

朝
約
一
二
、
晩
一
七
匁
、
次
で
は
朝
六
、
晩
八
匁
で
あ
る
。
数
量
に

六
年
米
穀
配
給
通
帳
制
に
よ
る
大
人
一
人
一
日
当
た
り
の
配
給
量
二

合
三
勺
を
、
中
等
程
度
の
労
作
を
行
う
成
年
の
米
消
費
量
一
日
三
〜

三
・
五
合
と
比
し
て
不
足
と
す
る
指
摘
か
ら
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ

る）24
（

。
ま
た
江
原
絢
子
は
、
江
戸
時
代
の
大
工
や
商
人
の
食
米
量
を
四

合
前
後
と
算
定
し
て
い
る）25
（

。
副
食
物
や
活
動
量
と
の
関
連
も
大
き
い

が
、
こ
こ
で
は
仮
に
御
前
、
次
と
も
に
一
日
四
合
と
す
る
と
、
前
記

し
た
二
食
に
よ
り
食
事
一
回
分
一
人
当
た
り
二
合
で
、
お
お
よ
そ
の

食
数
は
御
前
の
朝
一
〇
、
晩
一
五
、
次
の
朝
七
〇
、
晩
九
五
人
分
と

な
る
。

　

ま
た
、
御
前
、
次
と
も
に
晩
が
朝
よ
り
多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

他
の
食
材
量
に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
な
い
、
晩
も
朝
同
様
二
升
の
例

が
あ
る
、
振
舞
は
朝
よ
り
晩
に
多
い
、
事
前
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
幕
府
関
係
者
五
人
以
上
の
振
舞
で
は
米
の
量
が
四
〜
五
升

と
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
不
時
の
振
舞
に
対
す
る
備
え
を
含
む
分
と

推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
朝
一
〜
三
人
の
振
舞
が
あ
る
例
で
も
米
の

量
に
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
厳
密
な
食
数
を
想
定
し
て
の
準
備
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
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（
2
）　

料
理
に
み
る
異
同

　

料
理
の
種
類
に
つ
い
て
も
、
御
前
、
次
で
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

御
前
の
み
の
料
理
は
蒲
鉾
、
蕎
麦
切
、
焼
鳥
等
鳥
料
理
、
殻
焼
、
人

参
焼
・
芹
焼
等
で
あ
る
。
蒲
鉾
は
御
前
の
朝
、
晩
、
寝
酒
に
供
さ
れ
、

原
料
に
は
主
と
し
て
鯛
、
い
か
、
鱧
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

木
具
の
出
納
記
録
に
「
御
賄
中
ニ
遣

か
ま
ほ
こ
い
た
ニ
仕
捨
リ
申

候
」
と
あ
り
、
木
具
を
蒲
鉾
板
に
再
利
用
し
た
板
付
蒲
鉾
と
わ
か
る
。

蒲
鉾
は
中
世
以
来
支
配
階
層
の
御
成
等
、
饗
応
に
み
ら
れ
る
料
理
で

あ
る）29
（

。

　

蕎
麦
切
は
、
主
に
御
前
の
寝
酒
で
購
入
さ
れ
た
大
根
の
使
途
に

「
そ
ば
切
御
用
」
等
と
記
さ
れ
、
御
前
の
寝
酒
で
た
び
た
び
供
さ
れ

て
い
る
。
大
根
お
ろ
し
の
絞
り
汁
は
当
時
蕎
麦
切
の
一
般
的
な
薬
味

だ
っ
た）30
（

。
材
料
の
蕎
麦
粉
に
つ
い
て
は
、
出
納
記
録
で
藩
士
が
調
達

し
た
「
そ
ば
ノ
粉
」
に
「
御
賄
中
毎
日
そ
ば
切
ニ
仕
」
と
あ
り
、
同

じ
く
「
小
麦
ノ
粉
」
に
も
「
右
御
賄
中
う
と
ん
、
そ
は
切
ニ
仕
リ
、

度
々
ニ
上
ケ
申
候
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
小
麦
粉
を
つ
な
ぎ
に
し
た

蕎
麦
切
を
賄
中
で
つ
く
っ
て
い
た
と
わ
か
る
。
天
和
二
（
一
六
八

二
）
年
成
立
と
さ
れ
る
東
海
地
方
の
農
書
『
百
姓
伝
記
』
に
「
そ
ば

き
り
は
田
夫
の
こ
し
ら
へ
喰
ふ
も
の
な
ら
ず
」
と
あ
り）31
（

、
手
間
の
か

か
る
料
理
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

つ
い
て
は
、
食
数
が
多
い
次
の
方
が
少
な
い
例
も
散
見
さ
れ
、
一
回

の
食
事
記
録
中
、
購
入
品
目
が
一
種
類
の
み
で
一
匁
以
下
が
八
例
あ

る
。
例
え
ば
朝
の
例
で
、
豆
腐
か
す
二
升
（
四
分
）、
干
若
布
五
わ

（
五
分
）、
萵
苣
九
わ
（
九
分
）、
蕨
二
〇
手
（
一
匁
）
等
で
あ
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
汁
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
多
い
食
数
に
も

対
応
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
多
量
の
購
入
例
が
鰯
一
〇
〇
、
大
根
五
〇

本
等
限
ら
れ
た
品
目
で
認
め
ら
れ
る
が
、
使
途
に
「
度
々
遣
」、「
塩

魚
ニ
仕
度
々
遣
」
等
保
存
や
他
の
食
事
分
も
含
む
。

　

食
品
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
御
前
で
は
多
様
で
各
々
の
使
用
頻
度

が
低
く
、
次
で
は
限
ら
れ
た
種
類
の
食
品
を
高
頻
度
で
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
使
用
す
る
食
品
が
両
者
で
異
な
る
傾
向
が
あ
り
、
流
用
の
記

載
分
を
除
き
一
方
の
み
で
使
わ
れ
た
主
な
食
品
を
あ
げ
る
と
、
御
前

の
栄
螺
、
た
い
ら
ぎ
、
鴨
・
鶉
・
鴫
・
雁
、
芹
、
人
参
、
椎
茸
等
、

次
の
鰡
、
鰯）27
（

、
甘
鯛
、
豆
腐
か
す
（
お
か
ら
）、
干
菜
等
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
食
材
の
格
付
を
、
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
頃
の
刊
行
と

さ
れ
る
『
古
今
料
理
集
』
で
照
合
す
る
と
、
御
前
の
魚
鳥
は
概
ね
上

魚
ま
た
は
賞
翫
で
、
次
の
鰯
は
下
魚
、
せ
い
ご
は
「
賞
翫
に
不
宜
」、

鰡
は
「
賞
翫
に
も
用
へ
き
か
」
等
と
記
さ
れ
て
い
る）28
（

。
江
戸
と
の
違

い
を
考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
共
通
性
は
参
考
に
で

き
る
だ
ろ
う
。
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噌
も
同
じ
く
矯
臭
効
果
を
も
つ
こ
と
が
青
魚
の
味
噌
煮
等
で
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
生
臭
さ
を
か
く
す
料
理
法
が
次
で
多
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
よ
り
、
御
前
と
次
で
は
使
用
す
る
食
材
の
鮮
度
も
異
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
出
納
記
録
に
藩
士
か
ら
請
け
た
鯉
二
喉

を
「
右
ハ
く
さ
り
申
ニ
付
三
月
六
日
晩
次
ノ
す
い
物
ニ
仕
」
と
あ
り
、

鮮
度
に
よ
っ
て
御
前
、
次
の
使
い
分
け
を
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

あ
る
い
は
本
来
格
の
高
い
食
品
で
も
鮮
度
を
理
由
に
次
で
使
う
こ
と

も
可
能
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
、
滞
陣
中
の
本
陣
に
お
け
る
御
前
と
次
の
食
を
検
討
し
た
結

果
、
米
の
質
、
食
品
お
よ
び
料
理
の
品
数
、
経
費
、
種
類
等
に
明
確

な
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。
概
し
て
御
前
で
は
次
に
比
し
て
経
費
が
高

く
、
品
目
数
が
多
く
、
毎
度
多
様
な
料
理
が
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
に
限
定
さ
れ
る
料
理
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
原
田
信
男

が
中
世
の
事
例
か
ら
「
特
定
の
場
に
お
け
る
食
事
内
容
の
格
差
は
、

身
分
制
的
な
秩
序
意
識
の
最
も
端
的
な
表
現
」
と
指
摘
す
る
と
お
り）34
（

、

長
期
戦
で
の
滞
陣
中
、
主
従
の
秩
序
意
識
を
維
持
す
る
機
能
を
窺
え

る
。

　

福
岡
藩
全
体
で
階
層
性
を
み
る
に
は
、
御
前
、
次
以
下
の
大
多
数

の
食
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な

実
態
は
本
史
料
で
は
知
り
得
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
藩
主
か
ら
家
臣

　

鳥
料
理
は
、
食
材
の
購
入
、
使
途
の
記
載
と
も
に
御
前
に
限
定
さ

れ
、
振
舞
で
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
出
納
記
録
で
は
鶴
、
鳧
、

塩
雁
等
が
進
物
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。
前
出
し
た
『
古
今
料
理

集
』
の
格
付
で
も
鳥
類
は
賞
翫
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
品
自

体
の
格
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
鶴
は
、
元
禄
一
〇
（
一

六
九
七
）
年
刊
『
本
朝
食
鑑
』
に
一
六
〇
〇
年
姿
が
変
わ
ら
な
い
多

寿
の
仙
禽
と
あ
り）32
（

、
そ
の
汁
は
武
家
社
会
の
食
膳
を
格
付
け
る
最
上

位
の
料
理
だ
っ
た）33
（

。

　

殻
焼
は
貝
類
を
殻
ご
と
焼
く
料
理
で
、
栄
螺
、
こ
う
貝
等
で
み
ら

れ
る
他
、
焼
蛤
、
焼
海
茸
等
も
同
類
の
料
理
と
思
わ
れ
る
。
食
材
の

貝
類
も
日
記
で
の
購
入
記
録
が
御
前
に
限
定
さ
れ
、
出
納
記
録
で
は

螺
、
栄
螺
、
蛤
等
が
髭
籠
入
り
で
進
上
さ
れ
、
後
述
す
る
振
舞
で
は

貝
尽
し
が
供
さ
れ
る
な
ど
、
鳥
と
同
様
価
値
の
高
さ
が
窺
え
る
。
し

か
し
調
理
法
を
み
る
と
、
酢
貝
（
蚫
、
海
茸
）
や
膨
煎
（
蚫
）
等
は

次
で
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
貝
は
鳥
と
異
な
り
種
類
や
調
理
法

と
の
組
合
で
料
理
の
格
付
が
左
右
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
の
み
の
料
理
で
は
、
ま
ず
酢
煎
は
煮
あ
が
り
に
酢
を
加
え
て
生

臭
さ
を
か
く
す
魚
料
理
で
、
近
世
の
料
理
書
で
は
鰯
、
鯖
な
ど
に
み

ら
れ
る
が
、
本
史
料
で
は
鯛
、
鯔
、
め
ば
る
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
煉
味
噌
も
次
で
頻
度
が
高
く
、
材
料
は
鯔
の
例
が
多
い
が
、
味
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同
じ
く
鯣
に
「
御
賄
中
度
々
御
仕
寄
場
共
ニ
遣
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら

も
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
黒
田
続
家
譜
』（
以
下
、『
家
譜
』）
に
は
、
忠
之
が
仕
寄
場
を
毎

日
、
あ
る
時
は
夜
中
に
も
ひ
そ
か
に
巡
検
し
て
下
知
を
な
し
て
い
た

と
あ
り
、
そ
の
際
に
も
こ
の
事
例
同
様
飲
食
物
が
遣
わ
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
前
、
忠
之
が
有
馬
に
着
陣
し
た
際
に
は
、

長
途
を
経
て
疲
労
空
腹
の
家
臣
に
、
家
老
の
黒
田
一
成
が
叺
に

を

入
れ
て
手
ず
か
ら
配
り
与
え
、
忠
之
が
感
心
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る）37
（

。

戦
陣
中
上
級
者
に
よ
る
飲
食
物
の
下
賜
が
重
視
さ
れ
て
い
た
意
識
が

窺
え
る
。

（
2
）　

陣
所
に
お
け
る
共
食

　

二
月
二
七
日
、
総
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
。『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
黒

田
勢
は
天
草
丸
を
そ
の
日
の
内
に
乗
っ
取
り
、
未
の
下
刻
に
は
本
丸

の
城
戸
口
ま
で
押
し
詰
め
た
が
、
日
暮
に
な
り
上
使
の
下
知
で
戦
い

を
中
断
し
、
そ
の
夜
は
諸
士
備
に
従
い
忠
之
の
陣
を
囲
ん
で
宿
陣
し
、

篝
火
を
た
い
て
徹
夜
で
守
っ
た
。「
食
は
陣
屋
よ
り
持
お
く
り
て
飢

を
助
く
」
と
、
飲
食
物
が
本
陣
か
ら
運
ば
れ
た
記
載
が
あ
る
。
翌
二

八
日
は
夜
明
か
ら
本
丸
攻
略
が
決
行
さ
れ
、
城
乗
は
卯
の
刻
に
始
ま

り
、
巳
の
刻
に
終
わ
っ
た）38
（

。

へ
の
下
賜
や
振
舞
の
例
を
と
お
し
、
そ
の
一
側
面
を
藩
主
の
食
の
機

能
と
の
関
係
で
探
っ
て
み
た
い
。

三　

前
線
に
お
け
る
藩
主
と
家
臣
│
下
賜
と
共
食
│

（
1
）　

仕
寄
場
へ
の
下
賜

　

戦
場
で
は
幕
府
軍
の
諸
藩
が
山
麓
の
丘
陵
上
に
そ
れ
ぞ
れ
本
陣
を

お
き
、
各
陣
場
か
ら
原
城
塀
際
ま
で
仕
寄
（
竹
束
や
楯
を
設
置
し
攻

撃
か
ら
身
を
守
り
な
が
ら
塀
際
ま
で
進
む
仕
掛
）
を
分
担
構
築
し
た）35
（

。

福
岡
藩
の
陣
場
は
原
城
の
搦
手
、
大
江
口
で
、
浜
手
の
低
湿
地
地
帯

の
た
め
仕
寄
工
事
に
難
渋
し
、
さ
ら
に
二
一
日
未
明
の
一
揆
軍
に
よ

る
夜
襲
で
荒
ら
さ
れ
て
完
成
が
最
も
遅
れ
た
と
さ
れ
る）36
（

。

　

日
記
に
は
、
こ
の
仕
寄
場
に
飲
食
物
が
下
賜
さ
れ
た
二
例
が
認
め

ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
寝
酒
の
後
の
記
載
で
、
二
月
八
日
は
「
上
白
米

□
斗
壱
升　

や
き
食
ニ
仕
、
銀
拾
六
匁　

干
か
ま
す
弐
百
代　

さ
か

な
ニ
仕
」、
二
月
一
一
日
「
上
白
米
四
斗
壱
升　

め
し
」
と
あ
る
。

米
の
量
を
一
一
日
の
例
で
み
る
と
通
常
の
次
の
晩
の
二
倍
以
上
で
、

常
の
対
象
以
外
の
分
も
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
一
一
日
の
記
載
は
米

の
み
で
あ
る
が
、
同
一
〇
日
朝
次
で
干
か
ま
す
二
五
〇
を
「
度
々
遣
、

御
仕
寄
場
共
」、
出
納
記
録
で
酒
三
斗
を
「
但
御
仕
寄
場
へ
被
遣
候

酒
不
足
ニ
付
而
如
此
候
」、
練
酒
の
使
途
に
「
御
仕
寄
は
方
々
ニ
遣
」、
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も
藩
主
は
引
き
続
き
陣
所
で
の
食
事
で
あ
る
。
そ
の
時
間
帯
は
不
詳

な
が
ら
、
前
記
の
総
攻
撃
再
開
の
時
刻
か
ら
勘
案
す
る
と
戦
闘
中
と

推
察
さ
れ
る
が
、
御
前
に
出
さ
れ
た
朝
食
は
、
鯛
の
「
二
ノ
御
汁
」

の
記
載
よ
り
、
膳
は
少
な
く
と
も
二
つ
出
て
お
り
、
戦
闘
中
簡
易
に

調
え
ら
れ
た
食
事
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
に
対
し
次
以
下
は
、
朝

昼
の
分
と
し
て
、
飯
と
芋
茎
の
汁
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
戦

闘
の
合
間
に
摂
っ
た
簡
易
食
と
推
察
で
き
る
。

　

場
面
は
異
な
る
が
、
も
う
一
例
藩
主
と
家
臣
の
共
食
を
み
よ
う
。

総
攻
撃
以
前
の
一
八
日
晩
御
前
に
は
、
御
前
分
の
「
上
々
白
米
三
升　

御
食
ニ
仕
」
に
続
き
「
上
白
米
三
斗
二
升　

御
家
中
衆
御
振
廻

次

共　

食
ニ
仕
」
と
あ
り
、
御
家
中
衆
の
振
舞
分
と
次
の
分
も
合
わ
せ
、

一
五
品
目
、
計
一
二
二
匁
四
分
の
食
材
が
購
入
さ
れ
て
い
る
。
御
家

中
衆
は
、
後
出
す
る
老
中
と
組
頭
衆
だ
ろ
う
。
通
常
と
は
異
な
り
次

が
別
記
さ
れ
て
い
な
い
表
記
か
ら
、
藩
主
、
御
家
中
衆
、
次
、
下
々

の
共
食
と
考
え
ら
れ
、
各
食
事
内
容
に
異
同
が
よ
み
と
れ
る
。
米
飯

に
つ
い
て
は
、
御
前
へ
は
上
々
白
米
の
、
次
と
御
家
中
衆
へ
上
白
米

の
飯
、
料
理
に
つ
い
て
は
御
前
は
鶴
の
汁
、
鱠
（
鯛
・
う
ど
）、
焼

物
（
小
鯛
・
い
と
よ
り
・
黒
鯛
）、
青
酢
（
た
か
な
）、
煮
物
（
蚫
）、

蒲
鉾
（
い
か
）、
御
家
中
衆
は
鶴
の
汁
、
鱠
（
鯛
・
鰡
・
う
ど
）、
焼

物
（
小
鯛
）、
次
は
鱠
（
鰡
）、
下
々
は
汁
（
若
布
）、
鱠
（
鰡
・
わ
け

　

こ
の
間
の
状
況
を
日
記
に
み
る
と
、
二
七
日
晩
御
前
で
は
上
々
白

米
の
飯
、
鱠
（
鯛
・
防
風
）、
蒲
鉾
（
鯛
）、
栄
螺
殻
焼
等
、
通
常
ど

お
り
で
あ
っ
た
が
、
晩
次
で
は
忠
之
を
警
護
し
た
と
思
わ
れ
る
鉄
砲

頭
衆
の
振
舞
に
、
二
斗
七
升
の
上
白
米
と
、
八
品
目
、
六
一
匁
三
分

の
食
材
が
購
入
さ
れ
て
い
る
。『
家
譜
』
に
よ
る
忠
之
の
備
定
は
、

旗
本
の
傍
鉄
砲
は
地
内
貞
右
衛
門
、
黒
田
清
太
夫
の
二
名
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
五
〇
丁
の
備
え
で
あ
る）39
（

。
こ
の
と
き
の
料
理
は
、
鉄
砲
頭
衆

へ
蚫
膨
煎
、
鱠
（
鯛
・
う
ど
）、
蒲
鉾
（
鯛
）、
焼
物
（
小
鯛
・
い
と
よ

り
）、
煉
味
噌
（
え
い
）、
酢
貝
（
蚫
）、
次
へ
鱠
（
鰡
・
い
か
・
防
風
）、

蒲
鉾
（
い
か
）
等
が
出
さ
れ
て
い
る
。
御
前
、
鉄
砲
衆
、
次
で
、
料

理
や
材
料
、
料
理
数
な
ど
が
異
な
る
が
、
部
分
的
に
共
通
し
て
い
る
。

特
に
蒲
鉾
は
前
記
の
と
お
り
通
常
次
に
は
出
な
い
が
、
こ
の
時
は
御

前
と
異
な
る
材
料
で
供
さ
れ
て
い
る
。
同
晩
は
こ
の
後
陣
所
に
も
食

事
が
運
ば
れ
、
御
前
へ
上
々
白
米
一
升
の
飯
と
蛤
の
煮
貝
が
、
下
々

へ
上
白
米
の
粥
と
梅
干
が
出
さ
れ
、
御
前
と
下
々
が
同
じ
陣
所
で
内

容
の
異
な
る
夜
食
を
共
食
し
て
い
る
。

　

肥
松
の
出
納
記
録
に
は
「
以
上
六
把　

右
ハ
二
月
廿
一
日
、
廿
七

日
夜
御
陣
所
通
ニ
灯
申
候
」
と
、
夜
襲
を
受
け
た
二
一
日
と
、
総
攻

撃
の
両
晩
、
陣
所
に
灯
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。『
家
譜
』
の
記
載

ど
お
り
藩
主
と
も
ど
も
前
晩
よ
り
陣
所
で
夜
を
明
か
し
、
二
八
日
朝
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四　

藩
主
の
振
舞
に
み
る
食
を
通
じ
た
外
交

（
1
）　

福
岡
藩
関
係
者

　

日
記
に
は
振
舞
の
記
録
が
二
二
例
あ
り
、
う
ち
二
〇
例
は
人
名
が

記
載
さ
れ
対
象
が
具
体
的
に
判
明
す
る
。
こ
こ
で
は
藩
主
の
振
舞
を

陣
中
に
お
け
る
食
を
通
じ
た
外
交
と
し
て
注
目
し
、
食
材
や
料
理
の

品
目
数
・
経
費
・
種
類
等
か
ら
、
対
象
と
の
関
係
性
、
藩
主
の
食
の

機
能
を
考
え
て
み
た
い
。
な
お
食
材
の
品
目
数
・
経
費
に
つ
い
て
は

他
の
振
舞
の
な
い
食
事
へ
の
流
用
分
を
含
む
例
が
多
い
の
で
、
こ
こ

で
は
食
材
・
料
理
の
種
類
を
特
に
重
視
す
る
。

　

回
数
が
最
も
多
い
人
物
は
黒
田
高
政
一
二
回
、
次
い
で
長
興
一
一

回
で
あ
る
。
両
者
は
忠
之
の
弟
で
、
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
一
〇

月
、
忠
之
が
遺
領
を
相
続
す
る
と
き
、
初
代
藩
主
長
政
の
遺
言
に
よ

っ
て
長
興
（
長
政
三
男
）
に
秋
月
領
五
万
石
、
高
政
（
同
四
男
）
に

東
蓮
寺
領
四
万
石
を
分
知
し
、
支
藩
秋
月
・
東
蓮
寺
（
の
ち
直
方
と

改
称
）
両
藩
を
創
出
し
た
。
秋
月
藩
は
成
立
時
に
お
け
る
本
藩
と
の

対
立
関
係
も
あ
り
、
そ
の
不
和
は
忠
之
死
後
の
万
治
元
（
一
六
五

八
）
年
、
長
興
と
三
代
光
之
と
の
間
に
和
睦
が
成
立
す
る
ま
で
続
い

た
と
さ
れ
る
が）43
（

、
日
記
か
ら
は
そ
の
様
子
は
窺
え
な
い
。
両
者
揃
っ

て
兄
弟
だ
け
の
振
舞
が
二
月
八
日
昼
、
同
九
日
晩
、
一
一
日
晩
、
一

ぎ
）
等
と
あ
る
。
特
に
御
前
と
御
家
中
衆
に
出
て
い
る
鶴
の
汁
に
つ

い
て
は
大
友
一
雄
が
、
前
記
し
た
多
寿
の
仙
禽
の
藩
主
か
ら
家
臣
へ

の
振
舞
は
藩
主
が
家
臣
の
健
康
と
長
寿
を
授
け
る
儀
式
と
指
摘
し
て

い
る）40
（

。
し
か
も
こ
こ
で
の
鶴
は
、
出
納
記
録
で
対
馬
藩
主
宗
義
成
か

ら
進
上
さ
れ
て
い
る
「
真
鶴
壱
羽
」
と
推
察
さ
れ
、
同
藩
の
鶴
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
後
に
時
献
上
と
な
る
品
で
も
あ
る
。
こ
の
事
例
は

先
の
蒲
鉾
同
様
上
級
者
の
食
べ
も
の
の
上
級
者
と
の
共
食
に
加
え
、

食
材
自
体
の
格
付
、
神
聖
観
念
、
藩
主
か
ら
の
恩
恵
、
藩
主
が
他
藩

主
か
ら
受
け
た
進
物
、
将
軍
家
へ
の
献
上
等
多
様
な
価
値
を
含
み
、

家
臣
に
と
っ
て
は
戦
時
な
ら
で
は
の
、
特
別
な
食
体
験
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
下
賜
、
振
舞
は
、
御
家
中
衆
、
鉄
砲
頭
衆
、
下
々
等
階
層

に
よ
っ
て
異
な
る
料
理
が
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
受
け
る
家
臣
に
と

っ
て
は
、
戦
場
と
い
う
非
日
常
的
な
場
面
で
の
、
通
常
と
は
異
な
る

食
べ
も
の
、
藩
主
と
共
食
等
、
ハ
レ
の
食
で
あ
り）41
（

、
そ
れ
自
体
が
、

戦
意
の
昂
揚
を
促
す
要
因
と
な
り
、
特
に
下
層
ほ
ど
そ
の
意
義
は
よ

り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
原
田
信
男
の
指
摘
の
と

お
り
、
上
級
者
の
献
立
の
一
部
が
下
位
の
家
臣
に
振
舞
わ
れ
る
、
内

容
の
違
う
も
の
を
共
食
す
る
等
の
部
分
的
な
共
食
は
、
集
団
的
な
同

一
性
を
保
ち
な
が
ら
も
身
分
制
的
な
秩
序
が
維
持
さ
れ
る
機
能
を
も

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る）42
（

。
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（
2
）　

他
藩
主

　

ま
ず
、
回
数
が
最
多
の
小
倉
藩
主
小
笠
原
忠
真
は
、
正
保
四
（
一

六
四
七
）
年
に
娘
が
黒
田
光
之
（
忠
之
嫡
男
）
の
室
と
な
っ
た
人
物

で
あ
る
。
振
舞
は
計
三
例
で
、
二
月
九
日
昼
は
「
小
笠
原
様
御
陣
所

ニ
而
御
ふ
る
ま
い
次
共
」
と
あ
り
、
上
白
米
三
斗
五
升
及
び
一
〇
品

目
、
計
一
〇
三
匁
六
分
の
食
材
が
購
入
さ
れ
、
忠
真
へ
汁
（
塩
雁
）、

鱠
（
大
鯛
・
蚫
貝
・
み
ょ
う
が
）、
蒲
鉾
（
大
鯛
・
ぼ
ら
）、
焼
物
（
小

鯛
）、
二
ノ
汁
（
め
ば
る
）、
焼
鳥
（
鶉
）、
肴
（
鮭
子
籠
）
等
、
次
へ

汁
（
め
ば
る
）、
焼
物
（
小
鯛
）、
鱠
（
ぼ
ら
）
等
が
供
さ
れ
て
い
る
。

同
二
九
日
晩
は
単
独
で
、
振
舞
の
な
い
御
前
と
の
顕
著
な
相
違
は
み

ら
れ
な
い
。
三
月
二
日
晩
は
両
兄
弟
や
目
付
と
同
席
の
振
舞
で
あ
り
、

後
で
と
り
あ
げ
る
。

　

次
に
、
延
岡
藩
主
有
馬
直
純
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
寝
酒
で
単
身

で
あ
る
。
寝
酒
で
の
藩
外
者
の
振
舞
は
唯
一
で
、
他
の
例
は
同
藩
関

係
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
娘
が
黒
田
高
政
の
正
室
で
縁
戚
関
係
も
あ

り
、
忠
之
に
と
っ
て
兄
弟
や
重
臣
に
近
い
関
係
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

内
容
を
み
る
と
、
二
月
一
三
日
は
七
品
目
、
計
一
六
匁
三
分
の
食
材

が
同
晩
御
前
の
食
材
と
と
も
に
、
吸
物
（
し
ゃ
く
な
ぎ
・
筍
・
う
ど
）、

殻
焼
（
螺
）、
膨
煎
（
た
わ
ら
こ
）、
さ
し
み
（
鱸
）
等
、
二
月
一
九

日
は
五
品
目
、
計
七
匁
四
分
の
食
材
が
吸
物
（
筍
）、
貝
尽
し
（
つ

五
日
晩
、
一
八
日
寝
酒
、
二
六
日
朝
、
三
月
五
日
昼
の
七
例
あ
り
、

後
述
す
る
幕
府
関
係
者
の
振
舞
で
も
三
兄
弟
で
同
席
し
て
い
る
。

　

次
に
黒
田
一
成
は
、
本
史
料
上
で
は
家
臣
で
唯
一
振
舞
を
受
け
、

鮎
鮨
進
上
の
記
録
も
あ
る
。
福
岡
藩
政
初
期
以
来
の
重
臣
で
、
三
奈

木
黒
田
家
と
呼
ば
れ
、
黒
田
騒
動
で
は
忠
之
と
対
立
す
る
局
面
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
は
国
の
仕
置
を
担
当
し
、
幕
末
ま
で
一
万
石
以
上

の
高
禄
を
保
持
し
筆
頭
家
老
の
地
位
に
お
か
れ
た）44
（

。
振
舞
は
二
例
み

ら
れ
、
夜
襲
を
受
け
た
二
月
二
一
日
の
寝
酒
で
は
両
兄
弟
と
、
原
城

落
城
後
の
二
月
二
八
日
昼
は
高
政
と
二
人
で
受
け
て
い
る
。
な
お
夜

襲
の
時
刻
は
、『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
忠
之
が
宵
よ
り
仕
寄
場
を
巡
見

し
て
本
陣
へ
戻
っ
た
後
の
丑
の
刻
、
ま
た
東
蓮
寺
藩
家
老
吉
田
家
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
吉
田
重
成
・
知
年
父
子
が
長
興
、
高
政
の
陣
所
、

番
所
を
巡
見
し
た
後
、
二
番
鶏
の
後
と
あ
り
、
時
差
が
あ
る
が）45
（

、
そ

の
時
分
に
三
兄
弟
は
別
行
動
だ
っ
た
。
寝
酒
の
時
間
は
そ
れ
以
前
と

わ
か
る
。

　

以
上
、
兄
弟
や
家
老
等
一
族
の
み
の
振
舞
で
は
、
米
は
朝
二
升
、

晩
三
升
、
食
材
の
品
目
数
と
経
費
の
平
均
は
朝
四
、
一
四
匁
、
晩

四
・
三
、
一
二
・
七
匁
で
、
食
材
の
品
目
数
・
経
費
、
料
理
の
種
類

と
も
に
振
舞
の
な
い
御
前
と
顕
著
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
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二
月
一
六
日
晩
御
前
で
は
計
六
名
、
両
兄
弟
、
林
勝
正
と
、
上
使
石

谷
貞
清
、
長
崎
奉
行
で
佐
賀
藩
軍
監
榊
原
職
直
、
同
じ
く
熊
本
藩
軍

監
馬
場
利
重
、
忠
之
が
有
馬
を
発
つ
前
日
の
三
月
二
日
晩
御
前
で
は

計
五
名
、
両
兄
弟
と
林
勝
正
、
小
笠
原
忠
真
、
上
使
の
井
上
政
重
が

客
人
で
あ
る
。
前
例
は
一
〇
品
目
で
一
二
八
匁
八
分
、
後
例
は
四
品

目
で
二
八
匁
六
分
で
、
前
例
は
特
に
食
材
の
種
類
・
量
・
経
費
と
も

に
多
く
、
盛
大
な
宴
席
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
時
は
続
け
て
「
御
家

中　

御
老
中　

組
頭
衆　

御
振
廻
」
と
記
さ
れ
、
上
白
米
二
斗
五
升

及
び
一
二
匁
四
分
四
厘
の
食
材
と
同
晩
御
前
の
食
材
で
、
汁
（
鯛
）、

鱠
（
小
鯛
、
海
鼠
、
う
ど
）、
煮
物
（
蚫
）、
焼
物
（
小
鯛
）
等
が
供
さ

れ
て
い
る
。
幕
府
関
係
者
を
藩
主
と
家
臣
一
同
で
接
待
し
共
食
す
る

こ
と
で
、
会
食
者
全
員
の
連
帯
性
と
戦
意
を
強
め
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
な
お
『
家
譜
』
に
は
こ
の
宴
席
に
関
す
る
記
載
が
な
く
、
背

景
等
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
『
家
譜
』
に
は
「
島
原
落
城
後
、
忠
之

の
陣
屋
に
て
水
野
日
向
守
・
同
美
作
守
（
勝
俊
、
勝
成
子
）・
小
笠
原

右
近
将
監
忠
真
等
を
饗
応
」
と
あ
る
が）50
（

、
本
史
料
で
落
城
後
の
饗
応

と
し
て
唯
一
該
当
す
る
三
月
二
日
晩
に
も
、
他
の
振
舞
に
も
、
水
野

勝
成
・
勝
俊
親
子
の
名
は
み
え
ず
、
本
史
料
と
『
家
譜
』
の
記
載
は

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

　

上
使
の
松
平
信
綱
、
戸
田
氏
鉄
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
九
日
寝
酒
、

べ
た
・
小
さ
ざ
え
・
蛤
）、
焼
蛤
、
わ
さ
び
和
え
（
た
い
ら
ぎ
）、
酢
貝

（
蚫
）
等
で
供
さ
れ
て
い
る
。
鳥
類
や
貝
類
は
前
記
し
た
高
級
食
材

で
、
特
に
種
々
の
貝
を
使
う
貝
尽
し
や
、
有
明
の
干
潟
に
渡
来
す
る

し
ゃ
く
な
ぎ
の
料
理
は）46
（

、
日
記
中
で
他
に
例
が
な
く
明
ら
か
に
特
別

な
食
膳
で
、
相
手
を
重
視
す
る
意
識
が
窺
え
る
。
元
日
野
江
藩
主
で

地
理
に
明
る
く
、
一
揆
軍
中
の
元
有
馬
家
中
の
牢
人
へ
の
矢
文
に
よ

る
投
降
交
渉
を
上
使
に
提
案
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら）47
（

、
有

益
な
情
報
や
幕
府
と
の
関
係
性
が
そ
の
要
因
か
も
し
れ
な
い
。

　

参
陣
諸
藩
の
な
か
で
振
舞
を
受
け
た
両
藩
主
に
は
、
福
岡
藩
主
と

の
縁
戚
関
係
、
本
陣
の
位
置
関
係
等
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
黒

田
の
周
辺
に
注
目
す
る
と
北
に
寺
沢
、
そ
の
後
に
有
馬
、
黒
田
・
有

馬
の
後
に
小
笠
原
勢
で）48
（

、
北
隣
の
寺
沢
以
外
は
振
舞
を
受
け
て
い
る
。

（
3
）　

幕
府
関
係
者

　

幕
府
関
係
者
で
は
、
豊
後
府
内
目
付
、
福
岡
藩
の
軍
監
林
勝
正
が

四
例
で
、
兄
弟
に
次
い
で
多
い
。
二
月
一
八
日
昼
は
単
身
で
、
夜
襲

直
後
の
二
二
日
朝
は
報
を
受
け
て
暁
天
に
は
駆
け
つ
け）49
（

、
両
兄
弟
と

と
も
に
振
舞
を
受
け
て
お
り
、
通
常
の
御
前
と
同
様
の
食
膳
で
あ
る
。

他
の
二
回
は
複
数
の
幕
府
関
係
者
と
同
席
で
あ
り
、
後
述
す
る
。

　

幕
府
関
係
者
複
数
の
振
舞
が
二
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
晩
で
あ
る
。
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飯
と
、
一
一
品
目
、
三
五
匁
の
食
材
で
二
汁
（
め
ば
る
・
あ
こ
）、
鱠

（
鯛
・
栗
・
う
ど
）、
焼
物
（
小
鯛
・
さ
ざ
え
）、
蒲
鉾
（
鯛
）
等
が
供

さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
出
納
記
録
に
は
調
達
さ
れ
た
鳧
に
「
水
野
紀

伊
守
殿
御
弁
当
焼
鳥
ニ
仕
ル
」
と
あ
り
、
客
人
用
の
特
別
な
食
材
、

料
理
で
調
え
ら
れ
た
弁
当
と
わ
か
る
。

　

こ
の
水
野
紀
伊
守
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
福
山
藩

主
水
野
勝
成
の
次
男
成
言
で
、
寛
永
九
年
不
祥
事
を
起
こ
し
京
都
へ

逼
塞
と
な
っ
て
お
り
、
島
原
へ
出
陣
し
た
記
録
も
み
ら
れ
な
い）52
（

。
と

こ
ろ
が
、
二
月
二
九
日
水
野
勝
成
か
ら
同
藩
家
老
黒
田
一
成
へ
の
返

信
書
状
に
「
随
而
せ
か
れ
紀
伊
守
事
か
せ
き
申
躰
被
仰
越
候
、
忝
存

候
」
と
あ
り）53
（

、
不
通
の
息
子
成
言
が
島
原
の
乱
に
黒
田
忠
之
の
も
と

で
戦
功
を
あ
げ
た
知
ら
せ
を
喜
ん
で
い
る
。
水
野
勝
成
は
実
戦
経
験

豊
富
な
古
強
者
で
、
幕
府
の
要
請
に
よ
り
、
嫡
子
勝
俊
、
嫡
孫
勝
貞

を
伴
い
、
幕
府
上
使
、
九
州
の
大
名
以
外
で
唯
一
参
陣
し
た
。
松
平

信
綱
は
勝
成
の
到
着
を
待
っ
て
総
攻
撃
を
実
行
し
、
軍
議
で
も
助
言

を
求
め
た
と
さ
れ
る）54
（

。
忠
之
は
勝
成
を
幕
府
に
直
結
す
る
実
力
者
と

し
て
重
視
し
、
表
向
に
は
活
躍
で
き
な
い
事
情
を
も
つ
子
息
を
陣
中

で
厚
遇
し
、
勝
成
へ
は
そ
の
活
躍
を
知
ら
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
勝
成
親
子
の
有
馬
来
着
は
、
前
記
振
舞
後
の
二
月
二
三
日
で）55
（

、

成
言
と
は
別
行
動
で
あ
っ
た
。

三
月
一
日
朝
御
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
購
入
し
た
鶉
、
筍
の
使
途
と
し
て

「
伊
豆
様
左
門
様
御
振
廻
ノ
御
用
意
」
と
あ
る
。
三
月
一
日
晩
に
は

「
御
前

御
客
人
御
用
意　

木
具
」
と
あ
り
、
八
品
目
、
六
八
匁
二

分
の
食
材
が
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
こ
れ
が
二
月
二
九
日
よ

り
準
備
さ
れ
て
い
た
振
舞
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
客
人
名
は
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
象
や
実
現
の
実
際
は
不
詳
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、

二
月
一
四
日
晩
次
で
大
鯛
の
使
途
記
録
に
「
伊
豆
様
左
門
様
御
振
廻

ノ
ね
り
ミ
そ
ニ
調
申
候
へ
共
不
被
成
御
出
ニ
付
而
次
ニ
遣
也
」、
同

日
寝
酒
で
赤
貝
の
使
途
記
録
に
「
伊
豆
様
左
門
様
御
振
廻
ノ
御
用
ニ

貝
や
き
仕
候
へ
共
不
被
成
御
出
ニ
付
而
次
ノ
さ
か
な
ニ
仕
」
と
あ
り
、

二
月
一
四
日
に
も
上
使
振
舞
を
計
画
し
な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
二
月
一
九
日
朝
次
で
は
こ
の
わ
た
一
升
を
八
匁

八
分
で
購
入
し
て
い
る
が
、
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
。
他
に
熊
本
藩

の
例
で
も
、
上
使
へ
の
振
舞
や
進
物
が
実
現
し
て
な
い
例
が
散
見
さ

れ
る
こ
と
よ
り）51
（

、
三
月
一
日
の
振
舞
も
実
現
し
て
い
な
い
可
能
性
が

高
い
。

（
4
）　

蟄
居
者
、
牢
人

　

二
月
二
〇
日
晩
「
水
野
紀
伊
守
様
へ
ん
た
う
」
と
し
て
、
紀
伊
守

及
び
そ
の
家
臣
、
次
と
下
々
へ
、
上
々
白
米
二
升
、
上
白
米
五
升
の
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た
い
。

五　

戦
陣
に
お
け
る
藩
主
の
食
の
特
徴

（
1
）　

戦
陣
の
食
品
価
格
と
価
格
変
動

　

以
上
の
検
討
を
と
お
し
て
み
え
て
き
た
島
原
の
乱
に
お
け
る
福
岡

藩
主
の
食
は
、
滞
陣
中
は
朝
、
晩
、
寝
酒
と
三
度
の
飲
食
を
定
例
と

し
、
そ
れ
は
上
々
白
米
の
飯
と
、
海
山
の
食
材
を
用
い
て
調
え
ら
れ

る
多
様
な
菜
、
肴
か
ら
成
り
、
い
わ
ゆ
る
戦
陣
食
と
は
異
な
る
様
相

を
呈
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
改
め
て
そ
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
本
史
料
の
戦
陣
の
食
品
価
格
を
、
平
時
の
そ
れ
と
比
較
す

る
。
本
史
料
の
日
記
は
、
戦
陣
に
お
け
る
食
品
約
九
〇
種
類
の
物
価

が
時
系
列
で
連
続
し
て
判
明
す
る
史
料
で
あ
る
が
、
前
記
の
と
お
り

農
水
産
の
生
鮮
食
品
を
主
と
し
、
食
品
ご
と
に
購
入
回
数
、
価
格
変

動
が
不
均
等
な
の
で
、
戦
陣
の
価
格
例
と
し
て
事
例
の
多
い
食
品
を

選
ぶ
。
ま
た
、
対
比
す
る
同
時
代
の
平
時
の
史
料
は
見
出
せ
な
い
の

で
、
可
能
な
限
り
近
い
時
代
の
史
料
か
ら
同
じ
食
品
の
価
格
事
例
を

抽
出
し
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
み
て
み
た
い
。
な
お
、
以
下
単
位
は

銀
匁
、
括
弧
内
は
同
じ
食
品
の
本
史
料
上
の
平
均
価
格
で
あ
る
。

　

同
じ
九
州
の
事
例
で
は
、
前
出
し
た
福
岡
藩
家
老
三
奈
木
家
の
天

和
、
貞
享
年
間
（
一
六
八
一
〜
一
六
八
八
）
の
日
記
に
、
大
鯛
一
・

　

こ
の
よ
う
に
家
中
の
内
紛
、
関
ヶ
原
の
戦
い
や
改
易
で
主
家
を
失

っ
た
者
等
、
多
く
の
牢
人
が
つ
て
を
頼
っ
て
幕
府
軍
諸
藩
に
参
陣
し
、

福
岡
藩
で
抱
え
た
牢
人
の
数
は
約
三
〇
〇
人
に
達
し
た
と
さ
れ
る）56
（

。

　

以
上
、
福
岡
藩
主
の
振
舞
の
食
を
と
お
し
て
次
の
こ
と
を
指
摘
で

き
る
。
振
舞
は
大
き
く
二
分
で
き
、
福
岡
藩
関
係
者
の
み
の
場
合
は
、

振
舞
の
な
い
時
と
顕
著
な
違
い
は
な
く
、
回
数
の
多
さ
か
ら
共
食
自

体
が
重
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、『
家
譜
』
を
初
め
と
す
る
他
の

様
々
な
歴
史
史
料
か
ら
は
み
え
て
こ
な
い
、
近
親
の
意
思
疎
通
、
共

同
意
識
の
確
認
、
連
帯
性
の
深
化
等
の
機
能
が
窺
え
た
。
一
方
、
他

藩
主
、
幕
府
関
係
者
の
場
合
は
、
対
象
に
よ
る
食
材
、
料
理
の
違
い

に
、
相
手
と
の
関
係
性
や
時
々
の
振
舞
の
目
的
、
懇
親
、
連
帯
性
の

強
化
、
政
治
的
外
交
等
藩
主
の
食
と
し
て
の
機
能
が
表
れ
て
い
た
。

藩
主
に
と
っ
て
の
陣
中
の
食
は
、
藩
の
将
来
を
左
右
す
る
政
治
の
一

手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
島
原
の
乱
が
起
こ
っ
た
一
七

世
紀
前
期
は
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
る
戦
国
の
動
乱
期
の
最
終

段
階
と
さ
れ）57
（

、
軍
功
を
立
て
る
貴
重
な
最
後
の
機
会
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
陣
中
に
お
い
て
忠
之
が
受
け
た
振
舞
に
つ
い
て
は
本
史
料

か
ら
知
り
得
な
い
が
、
家
臣
、
他
藩
主
か
ら
の
進
上
は
、
振
舞
と
同

様
多
様
な
目
的
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
藩
主
が
受
け
た
食
の
機
能
、

下
賜
と
の
双
方
向
性
等
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
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の
全
例
で
前
記
し
た
藩
内
関
係
者
以
外
の
振
舞
で
購
入
さ
れ
て
い
る

の
で
、
大
鯛
と
考
え
ら
れ
る
。
鯛
以
外
に
つ
い
て
は
、
身
分
や
場
面
、

戦
陣
中
の
時
期
（
前
期
・
後
期
、
総
攻
撃
等
）
と
、
価
格
変
動
の
間

に
相
関
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
海
茸
、
大
根
は
一
回
の
購

入
数
量
の
上
下
幅
が
大
き
い
が
、
特
に
そ
の
幅
が
一
二
〜
一
四
五
本

と
最
大
の
海
茸
で
価
格
変
動
と
の
関
連
を
み
る
と
、
大
量
購
入
ほ
ど

安
い
と
い
う
よ
う
な
傾
向
は
み
ら
れ
ず
、
一
回
の
購
入
数
量
の
多
寡

と
価
格
変
動
は
対
応
し
て
い
な
い
。
な
お
、
加
工
食
品
は
農
水
産
物

と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し
、
例
え
ば
一
〇
例
以
上
事
例
が
あ
る
豆
腐

は
〇
・
五
、
蒟
蒻
は
〇
・
三
と
変
動
の
振
幅
が
小
さ
く
安
定
し
て
い

る
。

　

平
時
の
農
産
物
の
市
場
価
格
に
つ
い
て
は
、
山
崎
隆
三
が
、
一
年

の
う
ち
の
季
節
、
作
柄
の
豊
凶
、
地
域
的
に
不
均
等
な
需
給
事
情
に

よ
る
地
域
的
格
差
等
が
変
動
の
要
因
と
述
べ
て
い
る）60
（

。
こ
れ
を
戦
陣

の
事
例
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
指
標
と
し
て
参
考

に
す
る
と
、
季
節
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
収
穫
期
で
あ
る
。
作
柄
に

つ
い
て
は
、
一
揆
隆
起
当
時
当
地
は
深
刻
な
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
て
い

た
と
さ
れ
る
が
、
米
は
本
陣
で
は
藩
士
が
調
達
し
、
現
地
で
購
入
し

て
い
る
記
録
は
な
い
。
他
の
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
他
地
域
か
ら
の

輸
送
に
伴
う
価
格
上
昇
も
考
え
ら
れ
る
。

六
（
六
・
六
）、
小
鯛
〇
・
二
（
〇
・
四
）、
大
蚫
〇
・
五
（
一
・
一
）、

一
番
鴨
五
・
四
（
六
・
四
）
と
み
ら
れ
る）58
（

。
ま
た
京
都
の
事
例
で
あ

る
が
、
寛
永
一
三
〜
一
六
年
、
大
根
〇
・
〇
一
（
〇
・
一
）、
若
布

一
把
〇
・
〇
五
（
〇
・
七
）、
豆
腐
〇
・
〇
九
（
〇
・
五
）、
蒟
蒻

〇
・
〇
五
（
〇
・
三
）、
塩
一
升
〇
・
二
（
〇
・
三
）、
酢
一
升
〇
・

四
（
一
・
四
）
と
あ
り）59
（

、
三
奈
木
の
例
で
は
一
・
二
〜
四
倍
、
京
都

の
例
で
は
一
・
五
〜
一
四
倍
と
、
全
体
的
に
戦
陣
が
高
値
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
若
布
、
豆
腐
、
蒟
蒻
は
、
一
単
位
の
量
や
大
き
さ
の
違
い

が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
戦
陣
に
お
け
る
価
格
変
動
を
み
た
い
。
本
史
料
上
全
食
品

の
滞
陣
中
の
価
格
記
録
か
ら
、
分
類
ご
と
に
事
例
が
最
多
で
、
御

前
・
次
、
振
舞
時
の
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
、
単
位
数
量
が
明
確
な
農

水
産
物
と
し
て
、
魚
類
の
鯛
（
二
四
例
）、
介
類
の
蚫
（
二
八
例
）、

海
茸
（
一
六
例
）、
蔬
菜
類
の
大
根
（
一
三
例
）
を
と
り
あ
げ
、
時
系

列
の
価
格
変
動
に
注
目
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
（
±
標
準
偏
差
）
は
、
鯛
一
喉
三
・
三
一
（
±

一
・
三
七
）、
蚫
一
つ
一
・
一
八
（
±
〇
・
二
五
）、
海
茸
一
〇
本

〇
・
七
〇
（
±
〇
・
一
一
）、
大
根
一
本
〇
・
一
二
（
±
〇
・
〇
二
）

で
あ
る
。
鯛
は
変
動
の
振
幅
が
一
・
五
〜
六
・
五
と
大
き
い
が
、
高

値
の
五
〜
六
匁
は
大
鯛
の
価
格
五
〜
九
匁
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
ま
た
そ
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の
弁
当
に
つ
い
て
「
汁
壱
ツ
・
さ
い
弐
可
申
付
候
事
」
と
あ
る
例
は）61
（

、

振
舞
で
は
な
い
と
い
う
点
で
日
常
に
比
較
的
近
い
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
ま
た
倹
約
令
に
類
す
る
が
、
近
世
前
期
武
蔵
川
越
の
商
人

榎
本
弥
左
衛
門
の
覚
書
に
よ
れ
ば
、
飢
荒
に
つ
き
武
士
に
出
さ
れ
た

天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
一
二
月
二
〇
日
定
書
に
「
平
生
之
膳
皿
一

汁
一
菜
宛
自
分
ニ
へ
ら
し
酒
等
一
切
禁
申
候
間
」
と
あ
る）62
（

。
振
舞
に

つ
い
て
は
、
伊
豫
松
山
藩
主
松
平
定
行
治
世
、
寛
永
一
二
〜
万
治
元

（
一
六
三
五
〜
一
六
五
八
）
年
の
法
令
で
「
二
汁
三
菜
此
外
香
物
、
酒

三
遍
た
る
へ
し）63
（

」、
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
の
倹
約
令
に
「
雖
為

国
持
大
名
、
不
時
之
振
舞
ハ
二
汁
七
菜
た
る
へ
し
」
と
あ
り）64
（

、
倹
約

令
以
前
に
は
そ
れ
以
上
の
料
理
が
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
本
史
料
上
に
み
る
戦
陣
の
日
常
食
の
献
立
に
つ
い
て

は
、
日
記
で
藩
主
滞
陣
中
の
購
入
食
材
の
使
途
の
記
載
か
ら
汁
、
菜

の
数
で
推
測
す
る
と
、
朝
一
九
例
中
、
汁
の
記
載
が
あ
る
の
は
一
六
、

う
ち
六
例
は
二
ノ
汁
も
有
、
汁
以
外
の
菜
数
は
平
均
二
・
八
、
同
じ

く
晩
二
九
例
で
は
汁
が
一
四
、
う
ち
二
例
が
二
ノ
汁
も
有
、
菜
数
は

二
・
九
で
あ
る
。
ま
た
振
舞
で
は
、
晩
で
八
例
中
汁
八
例
、
う
ち
五

例
が
二
ノ
汁
有
、
菜
数
五
・
四
で
、
二
ノ
汁
の
例
、
菜
数
と
も
多
い
。

晩
は
前
記
の
と
お
り
不
時
の
振
舞
準
備
分
も
含
む
こ
と
を
ふ
ま
え
る

と
、
二
ノ
汁
は
毎
度
つ
く
可
能
性
が
高
く
、
参
陣
中
の
日
常
食
は
概

　

戦
陣
に
お
け
る
諸
商
品
の
価
格
変
動
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、

そ
の
特
徴
と
要
因
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
戦
陣
に
お
け
る
農
水
産
物
の
需
給
状
況
を

勘
案
し
、
価
格
変
動
の
要
因
を
考
察
し
て
み
た
い
。
戦
陣
で
は
正
月

下
旬
か
ら
二
月
初
旬
に
か
け
て
着
陣
し
た
総
勢
一
二
万
七
〇
〇
〇
人

の
幕
府
軍
を
中
心
に
急
激
に
発
生
し
た
不
安
定
な
戦
時
市
場
に
支
配

さ
れ
、
安
定
供
給
の
で
き
な
い
農
水
産
物
は
特
に
、
と
き
ど
き
の
需

給
関
係
の
変
化
に
よ
る
価
格
の
変
動
を
受
け
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
不
安
定
な
需
給
関
係
に
よ
る
不
足
や
余
剰
も
頻
発
し
、
そ
の

際
例
え
ば
、
鮮
度
の
落
ち
た
も
の
は
安
値
で
売
ら
れ
る
等
の
状
況
も

推
測
で
き
る
。
ま
た
、
当
地
で
は
従
来
の
低
生
産
性
に
加
え
飢
饉
の

影
響
、
需
要
人
口
の
急
増
を
受
け
て
、
全
体
的
に
は
供
給
不
足
の
状

況
に
あ
り
、
周
辺
地
域
か
ら
の
輸
送
を
要
し
た
が
、
そ
の
際
産
地
の

違
い
に
よ
る
輸
送
費
、
鮮
度
な
ど
も
価
格
に
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（
2
）　

食
文
化
史
的
特
徴
│
異
文
化
導
入
と
交
流
│

　

本
戦
陣
の
食
と
比
較
対
照
す
る
平
時
の
具
体
的
な
事
例
は
見
出
せ

な
い
が
、
慶
長
一
九
（
一
六
一
四
）
年
二
月
一
二
日
、
忠
之
一
二
歳

の
時
、
守
役
の
林
五
介
へ
長
政
が
宛
て
た
書
判
に
、
忠
之
の
鷹
野
行
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窺
え
る
。

　

二
点
目
は
異
文
化
の
積
極
的
な
導
入
で
あ
る
。
例
え
ば
賄
中
で
つ

く
ら
れ
、
ま
た
家
臣
か
ら
進
上
さ
れ
て
い
た
「
く
わ
す
り
」
は
、
小

麦
粉
・
胡
麻
油
・
蜂
蜜
等
を
材
料
と
す
る
揚
菓
子
で
、
一
六
世
紀
朝

鮮
か
ら
対
馬
経
由
で
伝
来
し
た
。
一
七
世
紀
前
期
ま
で
織
田
信
長
、

豊
臣
秀
吉
等
の
茶
会
や
御
成
で
流
行
す
る
が
、
南
蛮
菓
子
の
伝
来
後

は
対
馬
藩
を
中
心
と
す
る
日
朝
外
交
の
場
を
残
し
て
食
文
化
史
上
か

ら
消
失
し
、
福
岡
藩
で
は
朝
鮮
通
信
使
の
饗
応
で
対
馬
以
外
で
唯
一

出
さ
れ
て
い
た）69
（

。
一
方
前
記
の
て
ん
ぷ
ら
や
、
藩
士
の
調
達
や
他
藩

主
の
進
上
、
振
舞
に
散
見
さ
れ
る
種
々
の
蜜
漬
、
砂
糖
漬
は
、
伝
来

後
約
九
〇
年
未
満
の
南
蛮
由
来
の
食
文
化
で
あ
り
、
本
史
料
に
み
る

両
文
化
の
共
存
に
異
文
化
の
積
極
的
導
入
が
現
れ
て
い
る
。

　

三
点
目
は
特
産
の
進
上
に
よ
る
諸
国
間
の
異
文
化
交
流
で
あ
る
。

出
納
記
録
に
は
同
藩
内
外
か
ら
の
進
上
に
よ
り
、
多
様
な
品
が
納
め

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
福
岡
藩
士
小
河
内
蔵
允
の
練
酒
、
小
倉

藩
主
小
笠
原
忠
真
の
九
年
母
蜜
漬
、
田
代
の
庄
屋
の
五
嶋
鯣
、
人
吉

藩
主
相
良
頼
寛
の
鮎
粕
漬
、
対
馬
藩
主
宗
義
成
の
真
鶴
等
は
参
陣
諸

藩
の
特
産
で
あ
る
。
練
酒
は
一
六
世
紀
末
よ
り
博
多
の
名
酒
と
し
て

の
記
載
が
み
え
始
め）70
（

、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
刊
『
毛
吹
草
』
で

諸
国
名
物
に
筑
前
の
「
博
多
練
酒
」
と
あ
り
、
蜜
漬
、
五
島
鯣
は
同

ね
二
汁
三
菜
前
後
、
振
舞
は
同
五
菜
以
上
で
調
え
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
前
記
し
た
平
時
の
例
と
大
差
は
な
い
と
い
え
る
。

　

そ
の
食
文
化
史
的
な
特
徴
と
し
て
は
次
の
四
点
を
指
摘
し
た
い
。

一
点
目
は
新
し
い
食
文
化
の
導
入
で
あ
る
。
本
史
料
上
の
蕎
麦
切
や
、

て
ん
ぷ
ら
（
二
月
二
六
日
晩
御
前
、
蚫
）
は
、
食
文
化
史
上
初
見
と

さ
れ
て
い
る
事
例
と
同
時
期
ま
た
は
そ
れ
以
前
と
み
な
せ
る
。
例
え

ば
、
蕎
麦
切
の
文
献
上
初
見
は
、
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
信
濃
定

勝
寺
で
酒
と
と
も
に
振
舞
わ
れ
た
「
ソ
ハ
キ
リ
」
と
さ
れ
る
が）65
（

、
本

史
料
に
み
ら
れ
た
小
麦
粉
入
の
蕎
麦
切
は
、
料
理
書
で
は
寛
永
二
〇

（
一
六
四
三
）
年
刊
『
料
理
物
語
』
に
は
み
ら
れ
ず
、
寛
文
八
（
一
六

六
八
）
年
の
『
料
理
塩
梅
集
』
に
「
夏
は
そ
ば
ひ
ね
申
候
故
」
小
麦

粉
を
少
し
混
ぜ
る
と
あ
る
が）66
（

、
江
戸
で
の
販
売
は
元
禄
末
か
享
保
後

半
か
ら
と
さ
れ）67
（

、
本
史
料
の
記
録
は
か
な
り
早
い
と
い
え
る
。
小
麦

粉
を
混
ぜ
る
目
的
に
つ
い
て
は
、
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
の
『
蕎

麦
全
書
』、
宝
暦
一
三
（
一
七
六
三
）
年
成
立
の
「
遠
野
古
事
記
」

等
に
よ
れ
ば
、
蕎
麦
の
収
穫
後
の
継
時
的
老
化
に
伴
い
、
特
に
四
、

五
月
以
降
に
技
術
上
必
要
と
な
る
つ
な
ぎ
と
さ
れ
る）68
（

。
本
史
料
の
時

節
に
は
つ
な
ぎ
は
必
須
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
で

普
及
す
る
以
前
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
背
景
に
は
、
別
の
伝
播
経
路
、

嗜
好
性
等
に
加
え
、
新
し
い
食
文
化
を
い
ち
早
く
導
入
す
る
志
向
が
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ざ
ま
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
。
攻
防
中
の
体
力
補
給
を
主
な
機
能
と

す
る
家
臣
の
兵
粮
と
は
異
質
の
も
の
で
、
精
神
的
、
社
会
的
な
機
能

が
よ
り
大
き
く
、
藩
の
将
来
を
左
右
す
る
政
治
的
一
手
段
と
し
て
の

側
面
が
極
め
て
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
食
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
階
層
性
を
指
摘
で
き
る
。
藩
主

と
家
臣
で
、
食
材
お
よ
び
料
理
の
種
類
、
品
数
等
に
顕
著
な
差
異
が

認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
藩
主
の
食
は
、
領
国
内
か
ら
輸
送
、
現
地
で

調
達
、
進
上
さ
れ
た
食
材
で
、
平
時
の
日
常
同
様
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
食
膳
が
調
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
戦
時
下
の
諸
制
限
や
簡

便
性
の
追
求
は
み
ら
れ
ず
、
手
数
を
か
け
た
料
理
、
異
国
由
来
の
珍

し
い
食
べ
も
の
、
成
立
後
間
も
な
い
名
産
等
が
供
さ
れ
、
平
時
に
お

け
る
支
配
階
層
の
饗
応
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
同
時
代
の
食
文
化
の
最

先
端
を
映
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
上
使
、
目
付
、
他
藩
主
へ
の
振

舞
、
進
上
の
状
況
か
ら
、
上
使
を
中
心
に
周
辺
に
諸
大
名
が
位
置
す

る
戦
場
が
、
江
戸
城
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
幕
藩
社
会
の
日
常

に
近
似
し
て
い
た
こ
と
も
窺
え
た
。
ま
た
、
同
じ
敵
に
対
抗
す
る
主

従
、
大
名
同
士
の
振
舞
、
陣
場
巡
見
等
は
、
互
い
に
よ
り
密
接
な
関

係
性
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
で
の
共
同
飲
食
は
平
時
以
上
に
大
き
な
意

義
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
実
質
的
な
戦
力
と
な
る
大
多
数
の
家
臣
の
食
は
、
本
史
料

じ
く
肥
前
名
物
と
あ
る）71
（

。
鶴
は
前
出
の
『
本
朝
食
鑑
』
に
対
馬
が
朝

鮮
鶴
を
江
戸
に
貢
献
す
る
と
あ
る）72
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
博
多
練
酒
、
鮎

粕
漬
、
朝
鮮
塩
鶴
、
鯣
は
、
明
和
期
以
降
の
武
鑑
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

福
岡
、
人
吉
、
対
馬
、
五
島
各
藩
か
ら
幕
府
へ
の
時
献
上
と
な
る）73
（

。

こ
の
よ
う
に
、
後
に
諸
国
名
物
や
、
諸
藩
の
時
献
上
と
し
て
知
ら
れ

る
特
産
品
が
、
藩
主
を
め
ぐ
る
進
物
と
し
て
用
い
ら
れ
、
戦
陣
で
食

膳
に
上
っ
て
い
た
。
練
酒
は
福
岡
藩
か
ら
幕
府
や
他
藩
へ
の
進
物
に

も
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
陣
中
の
食
行
動
の
全
体
を
と
お
し
て
散
見
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
手
数
も
、
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
本

膳
や
二
ノ
膳
、
木
具
、
客
人
の
菓
子
入
と
し
て
三
ノ
足
打
の
使
用
や
、

今
焼
茶
碗
、
楊
枝
、
た
き
炭
の
出
納
記
録
に
み
ら
れ
る
茶
湯
の
記
載

等
は
こ
れ
ま
で
戦
陣
食
の
特
徴
と
さ
れ
て
き
た
調
理
及
び
飲
食
の
簡

便
性
を
条
件
と
す
る
食
と
は
相
反
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る）74
（

。
お
わ
り
に

　

島
原
の
乱
で
本
陣
に
お
け
る
藩
主
を
め
ぐ
る
食
は
、
幕
府
（
上

使
）、
諸
藩
主
、
家
臣
等
と
の
関
係
性
の
な
か
で
、
身
分
制
的
秩
序

の
維
持
、
連
帯
性
の
強
化
、
近
親
感
の
深
化
、
政
治
的
外
交
等
さ
ま
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（
4
）　

小
葉
田
淳
「
大
和
田
近
江
重
清
日
記
（
一
）〜（
三
）」（『
日
本

史
研
究
』
四
四
〜
四
六
、
一
九
五
九
〜
一
九
六
〇
年
）。

（
5
）　

江
原
絢
子
・
石
川
尚
子
・
東
四
柳
祥
子
『
日
本
食
物
史
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
六
一
〜
六
三
頁
。
櫻
井
秀
・
足
立
勇

「
戦
争
と
食
物
」（『
日
本
食
物
史
』
上
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九

四
年
、
四
〇
三
〜
四
〇
八
、
四
三
七
〜
四
七
九
頁
）
は
、
陸
軍
糧

秣
本
廠
編
『
日
本
兵
食
史
』（
下
、
有
明
書
房
、
一
九
八
七
年
、

四
六
二
〜
五
一
三
頁
）
と
大
概
同
内
容
で
あ
る
。

（
6
）　

中
村
質
「
島
原
の
乱
に
関
す
る
一
考
察
」（
藤
野
保
編
『
九
州

と
一
揆
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）
一
八
二
頁
。
主
な
史
料

集
は
林
銑
吉
編
『
島
原
半
嶋
史
』（
長
崎
県
南
高
来
郡
市
教
育
会
、

一
九
五
四
年
）、
鶴
田
倉
造
編
『
原
史
料
で
綴
る
天
草
島
原
の
乱
』

（
熊
本
県
本
渡
市
、
一
九
九
四
年
）
等
。

（
7
）　

例
え
ば
九
州
諸
藩
の
兵
粮
米
は
佐
賀
藩
の
「
有
馬
御
陣
兵
糧
渡

帳
」（
佐
賀
大
学
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
）、
熊
本
藩
の
「
有
馬
御

陣
御
人
数
兵
糧
米
請
払
目
録
」（
熊
本
大
学
図
書
館
永
青
文
庫
）

等
、
上
使
等
へ
の
進
物
に
つ
い
て
は
久
留
米
藩
の
「
原
陣
温
故
録

全
」
に
「
御
在
陣
中
御
音
物
払
帳
」（
前
掲
『
島
原
半
嶋
史
』
中
、

二
五
三
〜
四
頁
）、
熊
本
藩
の
「
部
分
御
奮
記
」
に
「
有
馬
一
件

ニ
付
他
所
御
音
物
之
事
」（『
熊
本
縣
史
料
』
近
世
編
三
、
熊
本
県
、

一
九
六
五
年
、
四
六
〜
六
二
頁
）
等
。

（
8
）　

馬
奈
木
家
文
書
（
馬
奈
木
治
六
氏
蔵
）。

（
9
）　

秀
村
選
三
「
監
修
の
こ
と
ば
」（
大
賀
舜
之
助
他
校
訂
『
筑
肥

国
境
脊
振
山
争
論
文
書
』
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
一

一
六
頁
。

か
ら
は
藩
主
と
の
関
係
性
で
し
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

こ
の
時
代
に
お
け
る
戦
の
食
は
、
階
層
ご
と
に
多
面
的
に
再
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
価
格
変
動
に
関
し

て
は
充
分
な
分
析
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
同
様
の
史
料
が
発
掘

さ
れ
て
研
究
が
進
め
ば
、
同
時
代
の
地
方
、
戦
陣
の
価
格
変
動
の
比

較
材
料
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〔
付
記
〕　

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
馬
奈
木
治
六
氏
に
史
料
の
使
用
に
つ

い
て
同
意
を
得
た
。
ま
た
、
史
料
の
閲
覧
と
調
査
で
元
福
岡
県
地
域

史
研
究
所
久
恒
真
由
美
氏
、
山
口
信
枝
氏
、
九
州
大
学
記
録
資
料
館

九
州
文
化
史
資
料
部
門
梶
嶋
政
司
氏
に
、
現
地
調
査
で
南
島
原
市
教

育
委
員
会
松
本
慎
二
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
九
州
大
学
名
誉

教
授
秀
村
選
三
先
生
、
久
留
米
大
学
江
藤
彰
彦
先
生
に
貴
重
な
御
助

言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
1
）　

久
保
健
一
郎
「
戦
争
経
済
と
兵
粮
・
軍
隊
」（
池
享
編
『
室
町

戦
国
期
の
社
会
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
二
〇
六
〜

二
二
六
頁
、
同
「
戦
国
時
代
の
兵
粮
」（『
歴
史
評
論
』
七
五
五
、

二
〇
一
三
年
）
一
九
〜
三
二
頁
。

（
2
）　

中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と
太
閤
検
地
』（
校
倉
書
房
、

一
九
九
六
年
）。

（
3
）　

熊
倉
功
夫
『
日
本
料
理
の
歴
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七

年
）
七
四
、
一
一
九
〜
一
二
七
頁
、
原
田
信
男
『
江
戸
の
食
生

活
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
ⅴ
〜
ⅶ
頁
。
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（
18
）　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
上
（
同
前
、
一
九
八

二
年
）
二
一
二
頁
。

（
19
）　

鈴
木
棠
三
校
注
『
醒
睡
笑
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

二
三
四
頁
。

（
20
）　
「
島
原
一
件
野
村
宗
理
覚
書 

全
」（
吉
田
家
文
書
五
、
九
州
大

学
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
蔵
）。

（
21
）　

前
掲
『
日
本
兵
食
史
』
下
、
五
一
七
〜
五
一
九
頁
。

（
22
）　

前
掲
『
日
本
兵
食
史
』
下
、
一
一
四
〜
一
一
九
頁
。

（
23
）　

前
掲
「
原
城
の
戦
い
と
島
原
・
天
草
の
乱
を
考
え
直
す
」
一
〇

一
頁
、
服
部
英
雄
「
原
城
発
掘
」（
荒
野
泰
典
編
『
江
戸
幕
府
と

東
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
三
〇
五
頁
。

（
24
）　

木
原
芳
次
郎
・
谷
達
雄
『
科
学
的
に
見
た
最
近
十
年
間
の
食
糧

の
変
遷
』（
農
業
技
術
協
会
、
一
九
四
七
年
）
三
九
〜
四
一
頁
。

（
25
）　

前
掲
『
日
本
食
物
史
』
一
八
二
〜
一
八
五
頁
。

（
26
）　

宇
和
島
藩
で
寛
文
〜
天
和
期
の
「
萬
御
掟
永
代
帳
」
に
、「
御

舂
屋
定
」
と
し
て
「
上
白
米
三
合
減
、
次
上
白
米
弐
合
五
勺
減
」

と
あ
る
（『
家
中
由
緒
書
』
中
、
近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
、

一
九
七
九
年
、
五
、
四
六
五
頁
）。

（
27
）　

二
月
二
八
日
晩
御
前
に
一
例
の
み
「
生
鰯
」
の
購
入
が
あ
る
が
、

鮮
度
や
品
質
が
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
28
）　

吉
井
始
子
編
『
江
戸
時
代
料
理
本
集
成
』
二
（
臨
川
書
店
、
一

九
七
八
年
）
一
五
〜
四
八
頁
。

（
29
）　
「
宗
五
大
艸
紙
」（『
群
書
類
従
』
二
二
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
五
九
年
）
五
三
七
〜
六
二
六
頁
。

（
30
）　

島
田
勇
雄
訳
注
『
本
朝
食
鑑
』
一
（
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
）

（
10
）　

平
嶋
浩
子
「
島
原
の
乱
に
お
け
る
黒
田
忠
之
本
陣
の
陣
中
食
│

と
く
に
食
材
に
つ
い
て
│
」（『
福
岡
県
地
域
史
研
究
』
二
〇
、
二

〇
〇
三
年
）
一
一
一
〜
一
二
五
頁
。

（
11
）　

主
な
研
究
は
、
藤
野
保
編
『
九
州
と
一
揆
』（
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
五
年
）、
服
部
英
雄
「
原
城
の
戦
い
と
島
原
・
天
草
の
乱

を
考
え
直
す
」（
丸
山
雍
成
編
『
日
本
近
世
の
地
域
社
会
論
』
文

献
出
版
、
一
九
九
八
年
）、
神
田
千
里
『
島
原
の
乱
』（
中
央
公
論

新
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
大
橋
幸
泰
『
検
証
島
原
天
草
一
揆
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
等
。

（
12
）　

前
掲
「
原
城
の
戦
い
と
島
原
・
天
草
の
乱
を
考
え
直
す
」
一
一

〇
頁
、
前
掲
『
島
原
の
乱
』
一
九
七
〜
一
九
八
頁
、
前
掲
『
日
本

兵
食
史
』
下
、
五
三
三
〜
五
四
〇
頁
等
。

（
13
）　

大
友
一
雄
『
日
本
近
世
国
家
の
権
威
と
儀
礼
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
九
年
）
二
〇
二
〜
二
六
五
頁
、
原
田
信
男
「
食
事
の
体
系

と
共
食
・
饗
宴
」（『
日
本
の
社
会
史
』
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
八

七
年
）
五
〇
〜
九
六
頁
、
岡
崎
寛
徳
『
近
世
武
家
社
会
の
儀
礼
と

交
際
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
等
。

（
14
）　

山
崎
隆
三
『
近
世
物
価
史
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
八
三
年
）。

（
15
）　
『
福
岡
県
史
』
通
史
編
福
岡
藩
一
（
西
日
本
文
化
協
会
、
二
〇

〇
〇
年
）
四
八
七
〜
四
九
七
頁
。

（
16
）　

久
留
米
藩
「
原
陣
温
故
録
全
」
の
「
御
在
陣
中
御
音
物
払
帳
久

留
米
よ
り
参
候
数
」、「
御
在
陣
中
銀
子
払
帳
」
等
に
も
同
様
の
記

載
が
あ
る
（
前
掲
『
島
原
半
嶋
史
』
中
、
二
五
一
〜
二
五
四
頁
）。

（
17
）　

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

八
年
）
一
三
〇
〜
二
一
二
頁
。
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考
察
」
二
〇
六
〜
二
〇
七
頁
。

（
49
）　

前
掲
『
黒
田
家
譜
』
六
三
、
六
五
、
八
一
、
八
二
、
一
五
九
〜

一
六
〇
頁
。

（
50
）　

前
掲
『
黒
田
家
譜
』
八
二
頁
。

（
51
）　
「
部
分
御
奮
記
」
軍
事
部
六
（
前
掲
『
熊
本
縣
史
料
』）
五
三
〜

五
五
頁
。

（
52
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
六
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四

年
）
四
四
〜
四
五
頁
。

（
53
）　
「
水
野
勝
成
書
状
写
」（
三
奈
木
黒
田
家
文
書
）『
福
岡
県
史
』

近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
下
（
同
前
、
一
九
八
三
年
）
二
六
六
頁
。

な
お
、
同
書
で
は
紀
伊
守
の
傍
註
に
水
野
勝
貞
と
あ
る
が
、
勝
貞

は
水
野
勝
成
の
嫡
孫
で
、
寛
永
一
七
年
備
前
守
、
明
暦
元
年
日
向

守
と
な
る
の
で
（
前
掲
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
四
四
〜
四
五
頁
）、

誤
記
と
思
わ
れ
る
。

（
54
）　
『
徳
川
実
紀
』
三
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）
九
三
頁
。

（
55
）　

前
掲
『
島
原
半
嶋
史
』
中
、
三
三
頁
。

（
56
）　

山
本
博
文
『
江
戸
城
の
宮
廷
政
治
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
）

二
六
二
〜
二
六
四
頁
。

（
57
）　

前
掲
『
島
原
の
乱
』
二
三
九
頁
。

（
58
）　
『
甘
木
市
史
資
料
』
近
世
編
七
（
甘
木
市
、
一
九
八
五
年
）
二

一
九
、
三
〇
五
、
三
一
四
、
三
三
〇
、
三
二
三
、
三
四
九
頁
。

（
59
）　

京
都
大
学
近
世
物
価
史
研
究
会
編
『
一
五
〜
一
七
世
紀
に
お
け

る
物
価
変
動
の
研
究
』（
読
史
会
、
一
九
六
二
年
）
八
二
、
八
八
、

九
六
頁
。

（
60
）　

前
掲
『
近
世
物
価
史
研
究
』
二
四
〜
二
六
頁
。

七
四
〜
七
五
頁
。

（
31
）　

古
島
敏
雄
校
注
『
百
姓
伝
記
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七

年
）
一
八
四
頁
。

（
32
）　

前
掲
『
本
朝
食
鑑
』
二
（
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
）
一
五
一
頁
。

（
33
）　

前
掲
『
日
本
近
世
国
家
の
権
威
と
儀
礼
』
二
一
七
〜
二
三
二
頁
。

（
34
）　

前
掲
「
食
事
の
体
系
と
共
食
・
饗
宴
」
七
六
頁
。

（
35
）　

前
掲
「
島
原
の
乱
に
関
す
る
一
考
察
」
二
〇
七
頁
。

（
36
）　

前
掲
『
福
岡
県
史
』
通
史
編
福
岡
藩
一
、
四
九
七
頁
。

（
37
）　

川
添
昭
二
・
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
『
黒
田
家
譜
』
二

（
文
献
出
版
、
一
九
八
二
年
）
五
七
、
四
七
頁
。

（
38
）　

前
掲
『
黒
田
家
譜
』
九
二
〜
九
三
、
一
五
九
頁
。

（
39
）　

前
掲
『
黒
田
家
譜
』
五
三
頁
。

（
40
）　

前
掲
『
日
本
近
世
国
家
の
権
威
と
儀
礼
』
二
五
七
〜
二
五
八
頁
。

（
41
）　

柳
田
國
男
は
戦
を
「
臨
時
食
物
の
あ
る
日
」
と
し
て
い
る

（『
定
本
柳
田
国
男
集
』
二
一
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
二
、
三
四
二

頁
）。

（
42
）　

前
掲
「
食
事
の
体
系
と
共
食
・
饗
宴
」
八
四
〜
八
六
頁
。

（
43
）　

木
村
楚
・
蔵
野
保
・
村
上
直
編
『
藩
史
大
事
典
』
七
（
雄
山
閣

出
版
、
一
九
八
八
年
）、
三
五
頁
。

（
44
）　

前
掲
『
福
岡
県
史
』
通
史
編
福
岡
藩
一
、
三
六
五
頁
。

（
45
）　

前
掲
「
島
原
一
件
野
村
宗
理
覚
書 

全
」。

（
46
）　
『
筑
前
國
産
物
帳
』（
西
日
本
新
聞
社
、
一
七
九
五
年
）
二
九
二

頁
。

（
47
）　

前
掲
『
島
原
の
乱
』
一
八
七
〜
一
八
八
頁
。

（
48
）　

前
掲
『
黒
田
家
譜
』
五
五
頁
、
前
掲
「
島
原
の
乱
に
関
す
る
一
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（
73
）　

拙
稿
「
時
献
上
か
ら
名
菓
へ
の
変
遷
│
熊
本
の
か
せ
い
た
を
事

例
に
│
」（『
香
蘭
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
四
九
、
二
〇
〇
六

年
）
二
四
〜
二
七
頁
。

（
74
）　

石
川
寛
子
編
『
食
生
活
と
文
化
』（
弘
学
出
版
、
一
九
八
八
年
）

二
一
九
〜
二
二
〇
頁
。

受
付
日　

二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
／
受
理
日　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
九
日

（
は
し
づ
め　

の
ぶ
こ
・
同
志
社
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
）

（
61
）　

前
掲
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
下
、
二
四
一
頁
。

（
62
）　

大
野
瑞
男
校
注
『
榎
本
弥
左
衛
門
覚
書
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇

一
年
）
九
二
頁
。

（
63
）　

景
浦
勉
校
訂
『
松
山
藩
法
令
集
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
八

年
）
五
頁
。

（
64
）　

高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編
『
御
觸
書
寛
保
集
成
』（
岩
波
書
店
、

一
九
三
四
年
）
五
五
〇
頁
。

（
65
）　
「
定
勝
寺
文
書
」
三
月
一
六
日
条
（『
信
濃
史
料
』
一
四
、
信
濃

史
料
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
一
二
頁
）。

（
66
）　

松
下
幸
子
・
吉
川
誠
次
「
古
典
料
理
の
研
究
㈡
」（『
千
葉
大
学

教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
二
五
巻
第
二
部
、
一
九
七
六
年
）
一
九

六
頁
。

（
67
）　

新
島
繁
『
蕎
麦
史
考
』（
東
京
書
房
社
、
一
九
八
一
年
）
六
八

頁
。

（
68
）　

新
島
繁
校
注
『
蕎
麦
全
書
』（
東
京
書
房
社
、
一
九
八
一
年
）

五
〇
頁
、『
南
部
叢
書
』
四
（
南
部
叢
書
刊
行
会
、
一
九
三
一
年
）

五
四
八
〜
五
四
九
頁
。

（
69
）　

拙
稿
「
埋
も
れ
た
朝
鮮
菓
子
│
「
く
わ
す
り
」
を
事
例
と
し
て

│
」（『
風
俗
史
学
』
三
三
、
二
〇
〇
六
年
）
二
〜
二
四
頁
。

（
70
）　

拙
稿
「「
萬
菓
子
作
様

香
物
漬
様
薬
酒
造
様
之

」
に
つ
い

て
二
│
く
わ
す
り
、
牛
蒡
餅
、
玉
子
素
麵
、
博
多
練
酒
│
」（『
香

蘭
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
四
七
、
二
〇
〇
五
年
）
一
六
頁
。

（
71
）　

竹
内
若
校
訂
『
毛
吹
草
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
八

三
、
一
八
四
頁
。

（
72
）　

前
掲
『
本
朝
食
鑑
』
二
、
一
五
一
頁
。


